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1  鈴鹿大学こども教育学部  
2  愛知教育大学  
3  熊本大学教育学部  
4  愛知教育大学非常勤講師  
5  中部学院大学看護リハビリテーション学部  
6  愛知総合看護福祉専門学校  
7  中部大学生命健康科学部  
8  鈴鹿大学短期大学部非常勤講師  





















































課題とした。シナリオデザインシートを表 1 に示す。 
表 1 シナリオデザインシート 
１．テーマ        一次救命処置における臨床判断 
２．学習者・人数     養護教諭学生 4 年生 14 名 
３．場面         砂浜の海岸、晴天、微風、波は穏やか、離れたところに人
が数人いる 
４．シミュレーション時間 5 分／名 
５．ブリーフィング時間  2 分／名 
６．デブリーフィング時間 15 分 





８．患者の情報      成人女性、着衣は濡れていない、仰臥位、閉眼 
９．シミュレーション課題 「海岸にこのような状態の女性がいた。実際にあなたが行
うと思うことをしなさい。」 




を使用し、設定内容を表 2 に示す。 
表 2 高機能シミュレーターの設定内容 
１．瞳孔反射、血圧測定、心音聴診、呼吸音聴診、腸音聴診、心電図の設定が可能 
２．意識レベルの確認については、学生が高機能患者シミュレーターに声かけや刺激を


















いて、アウトラインシートを表 3 に示す。 
表 3 アウトラインシート 

































































らが主体的にディスカッションを行うためのデブリーフィングガイドを表 4 に示す。 
表 4 デブリーフィングガイド  

















































































































イ大学 Sim Tiki Simulation Center の指導者向け入門コースのセミナー「Fundamentals 





































した学生は 1 名（7.1％）、「②意識の確認」を実施した学生は 14 名（100％）、「③救援の
依頼」を実施した学生は 8 名（57.1％）、「④呼吸の確認」を実施した学生は 13 名（92.9％）、
「⑤脈拍の確認」を実施した学生は 14 名（100％）、「⑥心肺蘇生」を実施した学生は 0 名
であった。「①安全の確認」と「⑥心肺蘇生」を除く「②意識の確認」、「③救援の依頼」、
「④呼吸の確認」、「⑤脈拍の確認」の 4 項目を実施した学生は 7 名（41.2％）であった。
「④呼吸の確認」と「⑤脈拍の確認」ともに実施した学生は 13 名（92.9％）、「④呼吸の確
認」をせず「⑤脈拍の確認」のみ実施した学生は 1 名（7.1％）、６項目すべてにおいて望













「救援の依頼」の内訳について図 2 に示す。「人を呼ぶ」8 名（57.1％）、「救急車を依頼」
6 名（42.9％）、「AED を依頼」4 名（28.6％）、3 項目とも実施した学生は 4 名（28.6％）、
「人を呼ぶ」と「救急車を依頼」が実施できた学生は 6 名（42.9％）、「人を呼ぶ」だけの
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（2）KH Coder による自由記述の分析 
1）自由記述の頻出語 
出現の多い順に 20 位までを表 5 に示す。最も多い順に、「脈拍」、「呼吸」、「意識」、「判
断」であった。  
















順位 抽出語 順位 抽出語 順位 抽出語
1 脈拍 33 10 緩める 7 20 音 4
2 呼吸 32 10 溺れる 7 20 確保 4
3 意識 27 10 熱中 7 20 気道 4
4 判断 15 14 観察 6 20 思う 4
5 救急 13 14 状態 6 20 場所 4
6 正常 10 14 反応 6 20 触れる 4
7 レベル 8 17 確認 5 20 人形 4
7 衣服 8 17 考える 5 20 必要 4
7 呼ぶ 8 17 人 5 20 養成 4






































2000 年の改定前のため、1992 年の AHA ガイドライン 18)に準拠した形で指導が行われて
いる。1992 年から 2000 年の日本の CPR 指針は、1992 年の AHA のガイドラインに準拠
するとして日本医師会の救急蘇生法教育検討委員会に関連学会、厚生省、自治省消防庁、
日赤など、関連組織の代表が参加して作成、刊行されていた。しかし、CPR の指導内容に




体シミュレーターLM-040 であった。前述したが、医学生への調査は 20 年前のものであ
り、当然シミュレーターの精度の違いもあるため、その影響は否めない。  
3 つ目に教育方法の相違である。医学生の調査では、4 学年時に心肺蘇生の講義を 1 時
限（50 分）のみ履修したのみで、調査は 5 学年時に行っており、経時的なバイアスが考え
















































































































10）Ivette Motola,Luke A.Devine,Hyun Soo Chung,et al(2013):Simulation in healthcare 
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Abstract 
One of the important roles of Yogo teacher is to provide first aid. A clinical 
judgment is necessary for first aid to be carried out at school. To practice this, 
simulation education is important. Therefore, for the students in the Yogo teacher 
training course, a simulation educational program for clinical judgments was made. 
The next step then became clear. The educational results verified the simulation of 
the task training. However, we understood that we could expect a desirable 
educational outcome by using a high-performance patient simulator to improve the 
ability to make clinical judgments. 
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